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理学療法士等との連携
訪問看護ステーションからの理学療法士等による訪問は、そもそも「リハ
ビリテーションを中心とした看護業務を行なう場合に、看護職員の代わ
りに理学療法士等が訪問することができる」という位置づけで行なわれ
るもの。しかし、訪問看護師と理学療法士等との連携が不十分なケース
があるということが全国調査によって明らかになり、今年度、連携をより
強化する方向で介護報酬改定が行なわれました。
その調査を行なった全国訪問看護事業協会が作成した『訪問看護事
業所による　看護職員と理学療法士等のより良い連携の手引き』をも
とに、訪問看護計画書や報告書をどのように「一体的に」作成するか、
管理者はどのようにして連携の体制を整えるのかについて、現場で実
践中の方々の取り組みをご紹介します。

「理学療法士等との連携」にみえてきた課題と 
可能性◉藤田淳子

【Q＆A】
訪問看護職員と理学療法士等との連携に関する
２０１８年度介護報酬改定の内容と解釈◉吉原由美子

【座談会】
訪問看護師と理学療法士等とのよりよい連携にむけて
ガイドライン活用の「その先」にあるもの
◉藤田淳子、齋藤雅子、北園伊津代、磯貝仁美、高砂裕子

看護師と理学療法士等とのスムーズな連携に 
向けたステーション管理
❶事業所内での連携◉高砂裕子
❷別事業所との連携◉阿部智子

訪問リハビリテーションの立場から◉鈴木修

年 月号

※一部変更となることがあります。

巻頭インタビュー「マグネットス
テーション」は、利用者・職員

をその地域の磁石のように引きつける
魅力をもつ訪問看護・介護ステー
ションの管理者にお願いして、「突
撃！隣の晩ごはん」よろしく（現在も
BS日テレで不定期放送中）、実際の
バックヤードにお邪魔して内情をお伺
いする欄です。同業者—この国の
それぞれの持ち場を支えている仲間
からこぼれる何気ない言葉や工夫
が、皆さんの「！」を誘うことができた
ら何よりです。次回の取材先、自薦
他薦お待ちしております。…青木

今号はメリデン版訪問家族支援を
ご紹介しました。家族支援は、

利用者本人の支援に対する「オプショ
ン」ではなく、本人と同じ厚みをもった
支援が家族にも必要であると強調し、
その1つの方法として解説しています。
「家族支援」と呼ばれるものに新たな
見方を与えてくれるのではないでしょ
うか。●ところで。解説してくださっ
た皆さんの原稿に共通していると感じ
たのが、「この方法はこんなに本人・
家族を変えますよ」という語り口ではな
く、「コンセプトやメソッドを知った対
人支援職の認識が変わって、関わり
方が変わり、それに伴って利用者本
人・家族も変わってきた」という語り
口をしている点でした。うまく言葉に
できないのですが、なんだか、このス
タンスが胸に響きました。…小池
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